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K O D O  C U L T U R A L  F O U N D A T I O N

2012 年度年次報告と2013 年度の計画

　私共、鼓童グループを日頃よりご支援くださいまし
て、有難く、厚く御礼申し上げます。

　2012 年度は、新たに名実共に公益財団法人とな
りました私共にとりましては、基礎固めの大切な年度
でございました。
　鼓童グループにおける公益活動を担う役割として、
活動に４つの柱を策定し、その各々の分野で多岐に
わたる活動を行って参りました。それらは「人づくり」

「地域おこし」「芸術文化の振興」「国際交流」と
いう、いづれも、前身の鼓童文化財団の時代にも行っ
ていた分野です。
　それらを更に密度を高め、より公益性と持続性の
あるものにすべく、細部にわたって組み立てを行って
居ります。
　とりわけ「人づくり」は、「鼓童の舞台メンバー」
を育成するコースと並列した形で、地域振興による新
たな日本、佐渡を造る人材を養成する「地域づくり」
コースを設立の為の準備に一歩を踏み出しました。
　お蔭様で、2012 年度も上述の４つの柱ともいえる
分野での活動を多くの方々のご協力とご支援をうけ
て行えたことを幸せに存じて居ります。

　来る2013 年度の充実した活動に資する為に、財
団の理事・評議員の改選を行いました。（11 ページ
をご参照ください。）
　組織も、心も新たに、より公益性の高い充実した

内容を目指して、確実な一歩を重ねて参りたいと願っ
て居ります。

　皆様の旧来に益してのご支援、ご鞭撻を心からお
願い申し上げます。

公益財団法人 鼓童文化財団　理事長　島崎信

ご挨拶

◎しまざきまこと
　東京生まれ。武蔵野美術大学名誉教授。国際的なモダンチェア研究者で北欧建築デザイン協会理事、日本・フィンランドデザイン協
会理事長、NPO 東京・生活デザインミュージアム理事長などを務める。近年は新潟の上越と佐渡において地産材を利用した家具「アー
スファニチャー」のデザインを行う。鬼太鼓座創設に関わり、また鼓童創立前からの相談役であり、2004 年より当財団の理事長を務める。

【主な著作】　「近代椅子学事始」「デンマーク・デザインの国」「美しい椅子（全 5 巻）」「ノルウェーのデザイン」ほか

─ 鼓童グループの活動理念 ─
私たちは、太鼓とともに世界をめぐり、

多様な文化や生き方が響き合う
「ひとつの地球」を目指します。

25 周年を迎えたアース・セレブレーションのメインイベント「城山コンサート」。
（写真：宮川舞子）
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2012 年のトピックス

■ 「鼓童 佐渡特別公演」の開催
　春・夏・秋の 3シーズンで約 2,500 名が来場。うち旅行会社企画の団

体ツアーは 480 名。公演チケットには宿根木集落への清掃協力費として 1

枚 100 円が含まれており、会場使用料などを含め、約 40 万円を同集落

へお渡しできました。今後、佐渡市が宿根木公会堂の利活用に力を入れ

始める計画もあり、観光を通した地域活性化を引き続き行ってまいります。

■ 「丸の内朝大学」との連携
　「丸の内朝大学」とは、大手町・丸の内・有楽町エリア全体をキャンパ

スとし、出勤前のビジネスパーソンを対象に平日毎朝７時台から開講している

市民大学です。

　4 ～ 6月、「目指せ！ アース・セレブレーション」を合言葉に、「鼓童プロ

デュース！ 和太鼓クラス」がニッポン放送イマジン・スタジオで開講されました。

6月には佐渡の次代の担い手となる若手の方 と々財団との協働で、佐渡合

宿を受け入れ。8月には ECフリンジステージで成果を発表。首都圏と佐渡

との親密な交流を行っています。（講師：齊藤栄一）

■ 学習旅行の受け入れ
　7月、岩手大学教育学部付属中学校（3年生160名）の「『ともに生きる』と

はどのようなことかをテーマとした3泊4日の学習旅行。鼓童文化財団と佐渡

地区農山漁村体験推進協議会（子ども農山漁村交流プロジェクト）による官

民一体の事業で、プログラム作りから企画運営に参加しました。

　旅行の後半 2日を鼓童文化財団が受入れ、3日目は鼓童公演、齊藤

栄一の太鼓ワークショップ及び講演を実施。

　最終日は、テーマについて深く掘り下げた内容で、佐渡島内の民芸品

作家による講演を行い、他施設と連携した共同開催は、「着地型旅行」

の可能性を大きく広げる試みとなりました。

■ 「アース・セレブレーション（EC）」

25 周年
　ECは、佐渡での国際交流を促進すると同時に、佐渡の自然や伝統文化

などの地域資源を活かし発信していくフェスティバルを目指しています。

　今年25周年を迎え、8月17日〜19日の3日間、開催しました。

　（7〜8ページを合わせてご参照ください。）

■ 研修所見学会、説明会の実施
　EC期間中に、バスで片道１時間の研修所見学会ツアーを開催。35名に

参加いただき、施設内や田んぼ・畑をご案内しました。

　9月に新潟と東京で開催した説明会には、研修生への応募を検討中の方

が計9名参加。研修所所長の石原から応募に関する詳しい事柄を直接ご

説明いたしました。

■ アースファニチャー佐渡
　「アースファニチャー」は、木の成長と森林保全のために伐られる間伐材で

家具を開発し、森を守っていこうという運動です。

　鼓童文化財団は、2004年からアースファニチャーの活動を開始し、子ども

たちへ環境学習を行ってまいりました。2005年には座高の高さに合わせて

椅子の高さを調節できる学習机を開発し、2006年には佐渡汽船の待合室

にベンチを納入しました。

　これらの取り組みが評価され、10月、「にいがた緑の百年物語第40回佐

渡地方植樹祭」にて「林業功労者 実行委員長（佐渡市長）表彰」を授与さ

れました。

「にいがた緑の百年物語第 40 回佐渡地方植樹祭」にて、山口幹文による笛のセレモニー
演奏。

（2012 年 1月1日〜2012 年 12月31日）

研修所説明会（会場：東京・表参道新潟館ネスパス）

「和太鼓クラス」は「丸の内朝大学」の「コミュニケーション学部」の講座として行われました。
太鼓を通して気持ちが一つになり、強いチームワークが生まれました。（写真：田中文太郎）

（１）鼓童文化財団研修所の運営
　2012 年 4 月から2013 年 1 月まで、佐渡市柿野浦の研修所（旧岩首

中学校校舎を活用）で、1・2 年生合わせて 16 名（うちスタッフ研修希望

者 2 名）が研修生活を送りました。

　2013 年１月をもって、1 年 10ヶ月の研修を修了した 30 期生は 8 名。こ

のうち4 名が太鼓芸能集団「鼓童」準団員として生活の場を鼓童村に移し、

稽古をスタートさせました。

　10ヶ月間の総合課程を修了した 1 年生は 8 名。そのうち5 名が 2 年生

に進級しました。

　2013 年 4月には新 1 年生 12 名が入所の予定です。

＜ 2012 年に実施した主な稽古・研修＞
太鼓	 見留知弘、齊藤栄一、船橋裕一郎、小田洋介、

	 石塚充、藤本𠮷利、　ほか

踊り	 小島千絵子、鬼澤綾子、石原泰彦（剣舞）、

	 大井キヨ子（佐渡おけさ）、千田倫子（さんさ）、

	 金城光枝先生（琉球舞踊）

唄　	 藤本容子、岡田京子先生

笛　	 山口幹文

身体基礎	 金子竜太郎さん

実地研修

鼓童舞台メンバーとの合同稽古、鼓童舞台メンバーの稽古見学、佐渡島

内の鼓童公演やアース・セレブレーション等でのイベントの現場体験、ワーク

ショップのアシスタント、酒蔵見学、学校林整備作業、牧場見学、島内イ

ベントへのボランティア参加、島内の学校、保育園、敬老会等での演奏披露、

「鼓童佐渡特別公演」への出演（2 年生）　など

その他の研修

能（謡、薪能見学）、茶道、講義（漁業ほか）、造形（陶芸ほか）、俳句（吟

行等）、くらし（魚のさばき方ほか）、農作業（田んぼ、柿、野菜づくりほか）、

自由研究、サンバ（打楽器演奏）など

祭りへの参加（柿野浦、岩首）、佐渡島内の祭り見学（浜河内、羽茂、相川、

小木ほか）

＜スタッフ研修＞
スタッフ志望の研修生は、舞台メンバー志望の研修生と共に基本的な稽古

に参加しながら、専門的な演目の稽古時間等を利用して、鼓童村や太鼓

体験交流館などでスタッフ研修を行いました。また、「鼓童佐渡特別公演」

期間には、スタッフとして実地研修を行いながら、交代でプレイヤーとして舞

台に立つ体験もしました。

１［人づくり］　〜研修および体験学習を通じた担い手育成

活動の柱 

研修所のある柿野浦集落の祭りで、研修生も地元の芸能「鬼太鼓」の衣装をつけて、祭
りに参加させていただきました。

１　人づくり
２　地域おこし
３　芸術文化の振興
４　国際交流

鼓童メンバーの齊藤栄一による太鼓の指導。
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（１）佐渡太鼓体験交流館（たたこう館）の運営
2007 年より佐渡市の指定管理者として運営を行う佐渡太鼓体験交流館

は、太鼓体験を中心に、観光振興や地域活性のための交流拠点として、

地域文化を育む活動に取り組んでいます。

＜各種事業＞
■ 太鼓体験
講師：十河伸一（鼓童文化財団スタッフ）

2012 年度は新潟県内の小学校を中心に、112 校から3600 名を越える修

学旅行生を受け入れました。また、個人、団体、研修ツアー、EC プレ・

関連イベント等を合わせて、約 6,000 名の方々に太鼓体験を楽しんでいた

だきました。

◎修学旅行で来館の学校数：埼玉県・東京都各１校、新潟県 110 校（新

潟市 33、長岡市 13、新発田市 7、五泉市 7、柏崎市 6、阿賀野市 6、

胎内市 5、上越市 5、魚沼市 4、燕市 3、佐渡市 3、十日町市 3、妙高

市 2、南魚沼市 2、村上市 2、阿賀町 2、西山町 2、小千谷市 1、聖

籠町 1、出雲崎町 1、加茂市 1、糸魚川市 1）

■ イベント
「たたこう館まつり」開催（3月 18日）

第 1 部　会場：佐渡太鼓体験交流館（たたこう館）

「小木フリマ＠たたこう館まつり」「小木三崎ミニ新鮮市場＆小木三崎カフェ」

「時の太鼓・芸能」「ものづくり体験」「鼓童 30 年の歩み展」

第 2 部　会場：旧深浦小学校体育館

「たたこう館まつり　鼓童交流公演」　出演：鼓童

■ 展示
「鼓童 30 年の歩み」展（2月〜 4月）

■ 懇談会
鼓童文化財団理事長と鼓童の会会員との昼食会を開催（4月 28日）

２［地域おこし］　〜地域資源を活用した地域活性化

「鼓童佐渡特別公演」の舞台で、2 年生が「屋台囃子」の演奏を披露。
（写真：岡本隆史）

＜広報活動＞
8月 10 〜 12日　全国高等学校総合文化祭（全高祭）にブースを出展

8月18日　研修所見学会（バスツアー）を開催（鼓童文化財団研修所にて）

9月 22,23日　研修所説明会を開催（新潟・新潟市／東京・渋谷区）

12月 21 〜 24日　鼓童ワン・アース・ツアー公演会場で、研修所に関する

写真を展示（東京・文京区）

2 月、福島から佐渡へ避難している皆さんを、太鼓体験にご招待しました。

たたこう館まつりの「時の太鼓・芸能」。担い手の減少により行われることが珍しくなってしまっ
ている小木地区・上野（うわの）の大大神楽を見せていただきました。

（２）佐渡の地域振興に資する各種団体

の事務局運営や活動のサポート
＜小木三崎百年プロジェクト協議会＞
第 1 回「小木ツーリズムシンポジウム」開催（東京・渋谷区）

＜旧深浦小学校の利活用＞
旧深浦小学校体育館活用委員会に参加。鍵の保管、貸し出し管理など

の管理サポートを佐渡太鼓体験交流館で行っています。

＜岬組＞
小木三崎地区在住の子ども達を中心とする和太鼓グループ「岬組」のサポー

ト。

白山丸祭り、深浦学区納涼会、小木港祭り、小木地区芸能祭など、地

域のイベントに出演。

＜小木〜直江津交流フォーラム実行委員会の運営＞
※新潟県佐渡地域振興局・新潟県上越地域振興局「小木直江津航路

利用促進業務」委託事業

「第 2 回小木・直江津交流フォーラム」開催（3月 17日／新潟・上越市）

＜各種団体への参加や協力＞
■ 行政機関・団体との連携
宝の島・佐渡スタンプラリー　参加店舗協力（7月 1日～ 9月 30日／佐渡

観光協会）

佐渡友好交流パス事業参画（7月14日～ 8月31日／佐渡市観光商工課）

着地型旅行商品「エンジョイプラン」参画（通年／佐渡観光協会）

小さな道の駅「寄れっちゃ！」参加店舗（通年／佐渡國しま海道）

「佐渡ヶ島新しい公共推進協議会」運営委員として参加。NPOガイドブッ

ク作成協力。

「小木湊まちなみの輪」

佐渡小木湊の歴史を活かしたまちづくりを促進し、地域活性化に寄与するこ

とを目的に、小木の各種地域団体や佐渡市・新潟県佐渡地域振興局らと

ともにまちなみを活かしたイベントなどを行っています。

■ 地域活動への参加
小木図書館活動 人形劇「パペット・シアター・キッチン」（大井キヨ子）、

地元の民謡団体「小木さざなみ会」に参加（大井キヨ子）

（３）観光振興
＜旅行業＞
旅程管理主任者講習を受講（3月 7,8日／財団スタッフ計 6 名）

「佐渡おこしチャレンジ事業　モニターツアー『島の玄関　両津と小木で食

生活芸能を味わう２日間』」を実施しました。（11月 10 〜 11日）

鼓童佐渡特別公演やアース・セレブレーションに合わせ、宿泊手配などを行

いました。

＜新潟県 MICE 研究協議会への参加＞
新潟ならではのプログラムとして、鼓童や佐渡を通じた体験メニューを提案し

ています。

※ MICE（マイス）とは…企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報
奨・研修旅行（インセンティブ旅行）（Incentive Travel）、国際機関・団
体、学会等が行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント

（Exhibition/Event）　の頭文字のこと。

これらの取組みは、2013 年度も継続して行ってまいります。　



6 公益財団法人 鼓童文化財団　2012年度年次報告と2013年度の計画 7公益財団法人 鼓童文化財団　2012年度年次報告と2013年度の計画

（１）佐渡の文化に関する調査研究およ

び資料収集
＜浜河内（はまかわち）の鬼太鼓／畑野地区＞
アース・セレブレーションでのワークショップ開催に向けた取組み

浜河内の祭りへの参加および取材（4月 3日）

鼓童機関誌への記事掲載（2012 年 5月号）

研修生を対象に、ワークショップのシミュレーションを実施（2 回）

日本ロレックス社が運営するウェブサイト「日本列島知恵プロジェクト」への寄

稿「佐渡島 鼓童村からの便り/#3　佐渡の春祭り」

（２）伝統文化・文化活動への支援
＜東日本大震災復興支援活動／ Heartbeat Project ＞

鼓童グループ全体として取組む「東日本大震災復興支援活動」を

「Heartbeat Project」と名付け、鼓童文化財団では下記の取組みを行

いました。

8月　福島・いわき市の市民によるサンバ＆アートグループ「OVO NOVO」

を受け入れし、アース・セレブレーションの城山コンサートへのご招待、ならび

にフリンジへの出演をアレンジしました。

8月 7日　2011 年に引き続き、震災後 2 回目となる陸前高田市の祭り「け

んか七夕」と「うごく七夕」を訪問。コミュニティーが崩壊した中で、芸能

が明日への希望、前を向く力になっている様子を今後も継続的に取材して

いく予定です。

（３）アウトリーチ活動
太鼓芸能集団「鼓童」メンバーによる公演、ワークショップ活動

※活動の詳細につきましては、2012 年 12月に発行の「鼓童年間活動報

告」も合わせてご参照ください。

＜海外への派遣＞
■花結 2012 アメリカ・ツアー

演出：小島千絵子／出演：花結（小島千絵子、藤本容子、金城光枝（琉

球舞踊））、藤本𠮷利

2 月 11日〜 3 月 11日　アメリカ（カリフォルニア、ミネソタ、ミシガン）およ

びカナダ（トロント）で、コンサート（現地の太鼓グループとの共演・ゲスト出

演を含む）やワークショップを開催

３［芸術文化の振興］
〜伝統文化の調査研究を通じた芸術文化の振興

陸前高田市「けんか七夕」

浜河内鬼太鼓ワークショップ（写真：田中文太郎）

ECフリンジでの OVO NOVO（オーヴォ・ノーヴォ）の演奏（写真：田中文太郎）

花結アメリカ・ツアー（写真：Higashi Design）

■「KASA/MIX」受け入れ
「KASA/MIX」はアメリカの非営利 NPO 団体であるKASA（カサ＝鼓童

アーツスフィア・アメリカ）が主催する、北米を中心とした海外の太鼓愛好者

が太鼓と日本文化を学ぶ隔年開催のツアーです。参加者は北米、イギリス、

オーストラリアなどから計 23 名。研修生がスタッフとして参加者の受け入れに

あたりました。

■ 25 周年を迎えた「アース・セレブレー

ション（EC）2012」の実施・運営
8月　新潟・佐渡市（小木地区・城山公園ほか）

（１）城山コンサート　〜野外ステージでの公演

17日　鼓童「まつりはじめ」 

演出：吉井盛悟（鼓童） ／出演：鼓童、里アンナ、三宅島芸能同志会、

上妻宏光

18日　鼓童「打男 DADAN」ECスペシャル 

演出：坂東玉三郎　／出演：鼓童

19日　「祝祭」鼓童 with 上妻宏光

演出：船橋裕一郎（鼓童）　／出演：鼓童、上妻宏光

入場者数（カッコ内は有料入場者数）：

8/17　1,900 人（1,554 人）、8/18　2,600 人（2,186 人）、8/19　2,600

人（2,261 人）

合計入場者数：7,100 人（有料入場者数：6,001 人）

４［国際交流］　〜国際的な文化交流の場づくりと実践

＜日本国内の活動／小編成公演、ソロ活動等＞
小編成公演　（千葉、新潟、佐渡）

藤本𠮷利　（静岡、新潟、佐渡）

小島千絵子　（東京、山口、新潟、佐渡）

藤本容子　（東京、栃木、佐渡）

山口幹文　（京都、兵庫、和歌山、愛知、千葉、北海道、新潟、佐渡）

齊藤栄一　（東京、千葉）

鬼澤綾子　（東京、山口、佐渡）

＜日本国内の活動／ワークショップ、講演等＞
藤本𠮷利　（佐渡）

小島千絵子　（栃木、東京、山口、佐渡）

藤本容子　（栃木、東京、佐渡）

山口幹文　（東京、新潟、石川、千葉、佐渡）

齊藤栄一　（東京、千葉、新潟、佐渡）

宮﨑正美　（佐渡）

＜鼓童文化財団スタッフによるワークショップ、講演等＞
菅野敦司　講演（東京、静岡、佐渡）

十河伸一　太鼓ワークショップ、講演（新潟、佐渡）

大井キヨ子　刺し子教室・ワークショップ、展示、講演（佐渡、山口）

山口幹文の篠笛ワークショップ。（会場：東京・響和館）

山口県周防大島の郷土大学に招かれ、刺し子のワークショップを行いました。

KASA/MIX（講師：藤本吉利／会場：鼓童文化財団研修所）
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（２）ワークショップ
17日　「お気軽太鼓教室」齊藤栄一（鼓童） 

17日　「篠笛講座～より良い音を求めて～」山口幹文（鼓童） 

17日　「千絵子流女打ちの基本」小島千絵子（鼓童） 

17日　「ヴォイスサークル」藤本容子（鼓童） 

18日　「八丈太鼓」浅沼宏雄（楽鼓会） 

18日　「上妻宏光レクチャー＆デモンストレーション」上妻宏光（三味線プレ

イヤー） 

18日　「小木おけさ 地方（じかた）と踊り」小木さざなみ会の皆さん（佐渡） 

18日　「チャッパ大好き」今海一樹（鼓童）  

19日　「浜河内鬼太鼓」畑野・河内若手の皆さん（佐渡） 

19日　「三宅太鼓」三宅島芸能同志会（津村親子） 

19日　「あなたも大太鼓打ちに！」藤本𠮷利（鼓童） 

ワークショップの参加者数合計： 372 名

（３）フリンジ
2012 年は「ハーバーマーケット」内に特設ステージを設けました。

無料のパフォーマンスで、主に出演者を公募して行うもの。鼓童メンバーやワー

クショップ講師、招聘したゲストについては、「特別フリンジ」として時間枠を

確保して開催しました。

会場：ハーバーマーケット内特設ステージ、小木町内、木崎神社境内など

8月 17日〜 19日10:00 〜 22:15　計 32 団体が出演

＜特別フリンジ＞
8月 17日　「一管風月」山口幹文

18日　「三宅太鼓」三宅島芸能同志会のみなさん

18日　「花結」小島千絵子、藤本容子、金城光枝　＋ 藤本𠮷利、

山口幹文、鬼澤綾子　ゲスト：浅沼宏雄（楽鼓会）

18日　「八丈太鼓」浅沼宏雄（楽鼓会）

18日　「小木おけさ」小木のみなさん

19日　「OVO NOVO」OVO NOVO（オーヴォ・ノーヴォ）

19日　「佐渡の芸能」松田祐樹監修／橘鬼太鼓、赤玉花笠踊り、

浜河内鬼太鼓、春日鬼太鼓

19日　「狩野泰一＆今泉孝文 LIVE」狩野泰一、今泉孝文

19日　「ジルバ」ジルバ

19日　「宵のゆんづる」小島千絵子、藤本𠮷利、藤本容子、

山口幹文、阿部好江、里アンナ

（４）ハーバーマーケット
世界各地や佐渡ならでは物産や飲食店など、約 100 のブースが出店。

8月 17日～ 19日　会場：小木みなと公園

（５）EC プレイベント・関連イベント
＜佐渡薪能公演＞　主催： 佐渡観光協会

出演：津村禮次郎、小笠原匡、森山開次ほか

8月 15日	 第一夜 椎崎諏訪神社能舞台公演

能「天鼓−弄鼓の舞」（てんこ−ろうこのまい）／狂言「痺」（しびり）／

創作ダンス「ＫＵＲＵＩ」

8月 16日	 第二夜 春日神社能舞台公演

能「トキ」／狂言「二九十八」（にくじゅうはち）／創作ダンス「ＫＵＲＵＩ」

＜佐渡体験交流フェスティバル＞
※国土交通省離島体験滞在交流促進事業

協力：NPO 法人しまみらい振興機構

8月 17日～ 19日　

琴浦シーカヤック体験／大佐渡・石名天然杉散策／小木半島ジオサイト探

訪／講座：宿根木と宮本常一／町屋めぐり小木湊

参加者数合計：163 名

＜ワークショップ＞
「たたこう館太鼓体験ウィーク　しんちゃんせんせいと太鼓体験」 

（講師：十河伸一／会場：佐渡太鼓体験交流館）

8月 10日～ 16日（計 16 回開催）

参加者数：大人 134 名、小人 61 名、未就学児 29 名（合計 224 名）

「たたこう館太鼓体験 EC 3DAYS しんちゃんせんせいと太鼓体験」

（講師：十河伸一／会場：佐渡太鼓体験交流館）

8月 17日～ 19日（計 8 回開催）

参加者数：大人から未就学児まで合計 160 名

「Music Together」

0 歳〜 6 歳までの子どもとその家族を対象。

（講師：みのうらやすよ／会場：離島センター）

8月 17日～ 19日（計 5 回開催）　

＜展示＞
作品展「数馬昭男 竹細工展～竹縁（たけのえにし）」

8月 17日～ 19日　会場：天南荘

＜映画上映＞
「佐渡テンペスト」8月 18日～ 19日　会場：あゆす会館

琴浦シーカヤック体験

■「たたこう館まつり」
3月 18日

第 1 部　会場：佐渡太鼓体験交流館（たたこう館）

フリーマーケット、カフェ、佐渡の芸能、ものづくり体験　など

第 2 部　会場：旧深浦小学校体育館

「たたこう館まつり　鼓童交流公演」　出演：鼓童

■ 鼓童 佐渡特別公演（春・夏・秋）
演出：小島千絵子／出演：藤本𠮷利、小島千絵子、

藤本容子、山口幹文、鬼澤綾子（春、夏）、研修生 2 年生

特別出演（秋）：金城光枝（琉球舞踊）

《春》	 4月 27日～ 30日、5月 2日～ 6日 宿根木公会堂

《夏》	 7月 6日～ 10日、12日～ 16日 宿根木公会堂

《秋》	 10月 13日～ 15日、19日～ 20日 あゆす会館

■ 「ゆきあひ～清姫～」コンサート
5月 16日

会場：アミューズメント佐渡・小ホール

出演：小島千絵子、木村俊介、池上真吾、西田ひろみ、

池田安友子、西野貴人、中野稜子、石木陽菜

衣装デザイン：時広真吾　後見：時広真吾、鬼澤綾子

■ EC プレ・関連イベント
8月 10日〜 19日

「しんちゃんせんせいと太鼓体験」 講師：十河伸一

会場：佐渡太鼓体験交流館（たたこう館）

■ 「鼓童塾〜齊藤栄一の太鼓篇」
10月 31日〜 11月 4日

講師：齊藤栄一／会場：鼓童文化財団研修所

■ 一管風月
12月 16日

会場：大山治郎コレクション美術館（新潟県燕市）

出演：山口幹文、佐藤世子

■ ヴォイスサークル・スペシャル
12月 22日

講師：藤本容子／会場：文京シビックホール・多目的室

2012 年　財団自主事業

小島千絵子「ゆきあひ〜清姫〜」公演

「たたこう館まつり」

研修所の生活を体験していただきながら、太鼓を叩くことの気持ち良さや喜びを感じていく4 泊 5日のワー
クショップ「鼓童塾」。北は福島から南は沖縄まで、地域も年齢も様々な 20 名の皆さんの奏でる感動
的な太鼓の音が、スタッフを務めた研修生にも大切な学びとなりました。（写真：Melanie Taylor）

佐渡の芸能に触れていただこうと毎年行っている「小木おけさ」ワークショップ。後ろの輪は
「唄」を習っている生徒さん達。（写真：宮川舞子）

鼓童創設メンバーが中心となって行った「鼓童 佐
渡特別公演」

山口幹文「一管風月」公演
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ア . 調査研究事業

①佐渡文化に関する調査研究および資料収集

・佐渡の鬼太鼓調査

②受託調査事業及び業務

・新潟県「小木直江津航路利用促進業務」ほか

③文化活動と地域づくりへの支援

・小木三崎百年プロジェクト

・廃校プロジェクト

・岬組

④東日本大震災被災地・郷土芸能復興支援活動

⑤アースファニチャー事業

　・佐渡産の杉材で製作した木製ロッカーの学校への導入（新潟県立佐

渡高等学校・2013 年度の新入生より）

⑥年次報告書および関連図書の刊行

⑦図書・音響映像資料の収集整理

イ. 研修事業

①伝統文化の再創造に関する研修および実践

・ 研修所 総合課程

伝統芸能の基本を学ぶ 4月〜 1月 約 12 名

・ 研修所 専門課程

演者、スタッフ志望別研修 2月〜 1月 約 8 名

②地域づくりスタッフ養成コース

・ 2014 年度開設に向けた準備

③観光プロデューサー養成事業（佐渡市受託事業）

ウ. 佐渡太鼓体験交流館事業

①佐渡太鼓体験交流館の運営

・太鼓体験、伝統料理教室、ミニコンサート、講演ほか

・「佐渡塾」開催

・佐渡の地域活性化と観光振興（旅行業登録）

エ . 国際芸術祭「アース・セレブレーション」事業

①国際芸術祭「アース・セレブレーション（EC）」の実施

・コンサート、ワークショップ、展示、フリンジほか

・佐渡の芸能

オ . アウトリーチ事業

①公演、ワークショップ、講演、シンポジウムなどの開催

・文化庁文化交流使派遣（藤本𠮷利、小島千絵子）

・ 鼓童佐渡特別公演（藤本𠮷利・小島千絵子・山口幹文他）

・セスク・ジェラベル＋小島千絵子コラボレーション

・丸の内朝大学／鼓童塾（齊藤栄一）

・一管風月（山口幹文）

・ヴォイスサークル（藤本容子）

・出前公演（藤本𠮷利）

・ヨーロッパでのワークショップ（小島千絵子）

・研修生と島内中学生の交流公演

・地域の学校への出前授業及び交流

2013 年度 事業計画

I　正味財産増減の部
1.　経常増減の部

（1）  経常収益
	 1. 基本財産運用益 0
	 2. 事業収益 66,925,706
	 3. 鼓童の会収入 10,610,530
	 4. 寄付金収入 5,613,458
	 5. 雑収益 847,108
	
	
	
	 経常収益計 83,996,802
　
	

（2）  経常費用

	 1. 事業費 67,259,045
	 2. 管理費 18,574,372
		  経常費用計 85,833,417
		  当期正味財産増減額 △ 1,836,615
		  正味財産期首残高 100,746,962
II　正味財産期末残高 98,910,347

2012 年度 決算
正味財産増減計算書　2012 年 1月 1日から12月 31日まで（単位：円）貸借対照表　2012 年 12月 31日現在　　　　（単位：円）

I　資産の部
流動資産	 現金および預金 14,052,334
	 売掛金 13,125
	 未収金 9,552,934
	 仮払金 644,035
	 その他 2,174,360
	 流動資産合計 26,436,788
固定資産	 基本財産 100,211,931
	 その他の固定資産合計 5,074,853
	 固定資産合計 105,286,784
	
	 資産合計 131,723,572
II　負債の部
流動負債	 未払金 20,598,466
	 未払消費税等 1,047,000
	 その他 1,167,759
固定負債 　 長期借入金 10,000,000
　　　　　　負債合計  32,813,225
III　正味財産の部
正味財産 98,910,347
負債及び正味財産合計 131,723,572

理事長	 島崎 信	 武蔵野美術大学名誉教授

副理事長	 五十嵐實	 税理士、日本自然環境専門学校長

専務理事	 菅野敦司	 （株）北前船 取締役

理事	 浅野昭利	 （財）浅野太鼓文化研究所 理事長

理事	 髙野宏一郎	 前佐渡市長

理事	 松田祐樹	 NPO 法人佐渡芸能伝承機構 理事長

理事	 山口幹文	 太鼓芸能集団「鼓童」 名誉団員

監事	 荒井久夫	 税理士

監事	 佐藤一行	 （株）北前船／（有）音大工 監査役

評議員	 青木孝夫	 （株）北前船 代表取締役社長

評議員	 関原 剛	 協同組合ウッドワーク 顧問

評議員	 堀口智顕	 サンフロンティア不動産株式会社 代表取締役社長

2013 年度　役員・評議員（予定）

※アルバイトスタッフ及び（株）北前船との兼務のスタッフを含む

事務局長　	 本間康子

佐渡振興部	 上之山博文、十河伸一、

　　	 山中津久美

事業開発・推進部　	 山中津久美、上之山博文

顧客サービス部　	 本間康子、大井キヨ子、

　　	 佐々木千恵、齊藤直美、

　　	 十河佐智子、辻小夜

研修所運営部　	 石原泰彦、千田倫子

国際交流部　	 菅野敦司

経理・総務部　	 山中津久美、高津万理

調査研究部　	 菅野敦司、千田倫子、

　　	 本間康子、上之山博文

2013 年度　事務局・スタッフ一覧

2012 年度 寄付者一覧
　2012 年 1月 1日から 12月 31日までに寄付をくださった方々は以下の通

りです。（敬称略。1 口 1,000 円）

500 口	 島崎信

200 口	 堀口智顕	

100 口	 五十嵐實

80 口	 浅野昭利

50 口	 高橋佳子、生馬利恵

45 口	 松永政雄

30 口	 岸本高志・とくよ、日下敞啓、村田令子、伊庭文子

20 口	 斉藤隆三郎、佐々木愛、東城茂男、竹内康太郎

	 周防大島郷土大学、石田一子、Ginoux Stephane

10 口	 平博、山田敬蔵、根岸英明、若林素子、花の木、本田正

	 永井博子、本間晴彦、酒井美奈子、伊藤正依、中村文子

	 小林博、目黒正誠、春本博章、福島重次、平ちゃん

	 壬生寺保育園、名畑宏司、太泉晒染工業（株）、大慶寺

	 小林保男、中島一、鈴木道子、山﨑研一、小岩井保、

	 山口美津枝、NPO 法人フォーエヴァー、松本和子、

	 近藤一成、加藤健、谷澤茂樹、木村隼人、渡辺一枝

	 髙橋利市、鹿島泰明、（株）新日興業、渡辺光喜

	 荒井久夫、新畑茂光、十二重樹、酒井清孝、花岡哲也、

	 井上四郎、伊藤文吉、本間弥生

	 計	 1,735,000 円

				  

※ 年次報告書への名前掲載を希望しない方の寄付金額、

　 および 10 口以下の方の寄付金額の小計	 3,701,452 円

	 2012 年度　寄付総額	 5,436,452 円

2012 年度の鼓童の会
鼓童の会会員の方々には、機関誌月刊「鼓童」（年 11 回発行）をお届

けするほか、鼓童グッズの割引や、公演チケットの先行予約、公演へのご

招待など、年会費の額に応じて各種特典を提供しています。

2012 年度の鼓童の会会員数（2012 年 12 月31 日現在）　

（日本語のサービス）　友の会（年会費 3,000 円）1267 名、後援会（年

会費 1 万円）284 名、支援会（年会費 5 万円）5 名、特別支援会（年

会費 10 万円）4 名

（英語のサービス／ Friends of Kodo）Group A（年会費 2,000 円）13 名、

Group B（年会費１万円）5 名

合計：1578 名　

※上記のほかに、（株）北前船が管轄する賛助会（350 名）の会員の情

報を管理。

支援会、特別支援会はご希望によりご名義を掲載いたします。2012 年度

の会費をいただいた方々は以下の通りです。（五十音順、敬称略）

◎支援会　遠山真由美、新穂印刷、日野眞子、吉川峰子、渡辺誠二

◎特別支援会　生馬利恵、北島京子　（名義掲載を希望しない方 2 名）

たくさんのご寄付および会費等のご支援をいただき、深く感謝申し上げます。

ありがとうございました。
公益財団法人  鼓童文化財団：
〒952-0611  新潟県佐渡市小木金田新田 148-1  鼓童村 
TEL. 0259-81-4100   FAX. 0259-86-3631
Email: zaidan@kodo.or.jp
http://www.kodo.or.jp

公益財団法人 鼓童文化財団

「2012 年度年次報告と2013 年度の計画」

2013 年 4月 10日発行

発行責任者：島崎信、編集：本間康子、レイアウト：智恵子ウエルズ

写真：宮川舞子、田中文太郎、岡本隆史、Higashi Design、NPO 法人しま

みらい振興機構、Melanie Taylor、Johnny Wales、鼓童

Heartbeat Project、鼓童の会ロゴデザイン：Haruna Kino
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ご支援のお願い
　鼓童は、佐渡から国内外のあらゆる地域へ太鼓を携え旅す
ることを活動の核としています。また、これまで蓄積した経験を
社会に還元することは、鼓童が創設当初から変わらずに描き続
けてきた理念です。鼓童の創造活動は公演の入場料収入や
ご協賛によって支えられ、鼓童文化財団の公益的な活動は、
趣旨にご賛同くださった皆様からの「ご寄付」や「鼓童の会
会費」が主な活動源となります。
　より多くの方々に、音楽芸能を通じて日本の伝統文化の素
晴らしさをお伝えすることが、鼓童の使命であると考えておりま
す。今後とも鼓童グループの活動に対し、皆様の格別のお力
添えをお願い申し上げます。

ご支援の方法
1）「鼓童の会」へのご入会
鼓童の様々な活動情報をお送りするほか、各種特典をご提供
します。会員となって継続的なご支援をお願いいたします。
友の会（年会費 3,000 円）、後援会（年会費 1 万円）、支
援会（年会費 5 万円）、特別支援会（年会費 10 万円）
英語でのサービス "Friends of Kodo" Group A（年会費
2,000 円）、Group B（年会費１万円）
ご入会手続きは申込書をご利用ください。また「鼓童チケット予
約サイト」よりオンラインでもご入会いただけます。

2）ご寄付
一口 1,000 円で随時お受けしております。年に 10 口以上ご
寄付をいただいた方は年次報告書にご希望によりお名前を掲
載させていただきます。ご送金には郵便払込み、またはクレジッ
トカードがご利用になれます。
郵便払込みをご利用の場合、郵便局備え付けの払込用紙に
お名前、ご住所、（10 口以上の場合はお名前掲載のご希望
の有無）をご記入の上、郵便振替口座［00690-9-25829（財）
鼓童文化財団］宛にご送金ください。クレジットカードの場合、
寄付申込書をご利用ください。

※ 2011 年 11 月 24 日より、当財団への支援金（寄付金及
び鼓童の会会費）については、所得税の優遇措置の対象と
なりました。また、お住まいの自治体によっては、住民税も対
象となります。

3）鼓童文化財団発行図書のご購入
出版事業は収益につながるものではありませんが、調査・研究
の成果を、広く社会に還元するための取り組みです。「鼓童オ
ンラインストア」より当財団の出版物をお求めいただけますので、
ぜひご協力をお願い申し上げます。

『職人の技法−佐渡のたらい舟』（2003 年刊）
『いのちもやして、たたけよ。−鼓童三〇年の軌跡−』（2011
年刊）

研修制度の見直しと研修所の整備

　鼓童の研修制度は 1985 年に始まりました。当初は研修期間も短く、研修

内容は鼓童の演目を覚えることが中心でした。1997 年の鼓童文化財団設立

とともに 2 年制とし、鼓童の舞台メンバーの養成だけでなく、広く社会一般に

貢献できる人材を育成することをも目的とするようになりました。

　佐渡市柿野浦の旧岩首中学校の校舎をお借りして開設した鼓童文化財

団研修所に、目的も年齢も様々な者が集い、共に暮らし、学んでまいりました

が、この研修所のあり方を見直し、発展させていくべき時期がきたと考えてお

ります。

　鼓童の舞台メンバーを目指すコースとは別に、佐渡の自然や文化の中で学

んだ経験を全国各地の地域振興のために活かせる人材を養成する「地域づ

くり」コースの開設を検討中です。

　鼓童村から車で数分のところにある深浦小学校は、鼓童メンバーの子ども

達も通った学校ですが、一昨年惜しまれつつ閉校となりました。鼓童文化財

団は、地域集落により構成される深浦小学校活用委員会より校舎の一画を

お借りし、「地域づくりコース」の研修生の受け入れ等ができるよう、施設の

整備を行ってまいります。

　また、柿野浦にある鼓童文化財団研修所についても、建物や設備の老朽

化が進んでいます。太鼓等の研修に用いる楽器も、十分であるとは言えない

状態です。

　実は現在、研修所に設置している平胴大太鼓の裏側の革が破れてしまっ

ています。この革の張り替えのためには、約８０万円の費用がかかります。

　研修所の充実は、太鼓芸能集団「鼓童」の根幹を支え、また地域に資

する人材の育成につながる、当財団の最も重要な責務と考えております。

　皆様からのご寄付により、研修所の施設および楽器の整備・拡充をはか

ることができます。何卒ご支援、ご協力をお願い申し上げます。

2013 年度 の新たな取り組み

鼓童文化財団研修所（佐渡市柿野浦）（写真：Johnny Wales、鼓童）


